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論 文 内 容 の 要 旨

Cohem⊥Macaulay環の研究に関連して, Canonicalmoddeという概念が考え出され, そのいろいろ

な性質が研究された｡定義は一般の局所環についてなされたが研究は Cohen-Maca血 y贋 のときに限ら

れていたといって過言ではない｡

申請者は,一般な局所環の場合の CanOnicalmod山eの性質をいろいろ調べて,主論文を得た｡

主論文において示された結果のうち主要なものは次の三つである｡

1) 整数 n,d,tが 0≦d<n,2≦i≦nをみたせば,完備局所帝Aで dimA-n,depthA-d,depthK

-i(KはAの CanOnicalmodule)となるものがある0
Jヽ

2) HomA (K,K)が Aと同型になるための必要充分条件はAの完備化Aが次の条件をみたすことで

ある｡
A

rdepthAき≧min(2,dimAs)
■■

がすべての素イデアルPについて成 りたつ｣

3) K芸A でないならば,pd.AK--

参考論文 3篇においてほ,局所環についての,種々の考察をしており,Cohen-Macaulay環,Gorenstein

環などについて,いくつかの新しい結果を与えている｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

局所環Aの CanOnicalmoduleK についての考察は過去においてはAが Cohen-Macauay環の場合に

ついてのみなされていたが,申請者はこれを一般な場合に考察して次の三つの塾の結果を得た｡

1) dimA,depthA,depthK の間の関係を与える定理 (定理 1)

2) HomJl(K,K)芸A となるための条件 (定理2)

一一与) K芸A でないならば pdJiK-oo(定理 3)
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環のホモpジー代数的考察において,Cohen-Macaulay■環に比して,一般の場合は難しい点をいろいろも

っている｡そのような種類の難点のいくつかをうまく処理して上記のような結果を得たことは,この結果

如何より,むしろ今後の発展の基礎を与えたという点に,本論文の価値があるといえよう｡

よって,本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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